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評価研究委員会 

  

① 取引事例閲覧制度について 

取引事例閲覧制度のうち、事例データ登録業務を当士協会の事務局と連携して行いました。

具体的には、地価公示・地価調査終了時において、それまでに新規に作成された賃貸事例（林地

事例は除く）とその事例提供補助金に関しての各評価員宛の支払業務の補助を行いました。 

 

② 公的評価事例閲覧制度について 

相続評価の担当地点数の取り纏め及び連合会への申請を当士協会の事務局と共同で行いまし

た。 

 

③ 調査研究事業について 

（1）一般的要因資料の各種データ整備 

鑑定評価業務の役に立つ一般的要因資料の整備を行いました。具体的には、４月及び１０月

に人口・世帯数・高齢化率等の各種データ及び９月に長野県取引件数、住宅着工数、主要スキー場

利用客数、工場立地件数・面積の動向調査を整理し、当士協会ホームページの会員専用ページの

鑑定士間情報共有サイトに掲載を致しました。 

 

（2）不動産ＤＩ調査 

本年４月及び１０月に不動産ＤＩ調査を実施しました。当調査は長野県の後援のもと公益社団

法人長野県宅地建物取引業協会との共同事業として行い、結果は当士協会ホームページ

（https://www.nrknet.org/seika.htm）に掲載し公開致しました。 

 

④ 協会ＷＥＢサイトの管理 

当士協会で運用されているＷＥＢサイトのコンテンツ全体の管理を行いました。当協会の活動

内容を一般に広く発信をすることで、不動産鑑定士及び当会の活動内容の普及啓発活動を行いま

した。 

 


